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中期計画（2014-2016）に関するお知らせ 

 

当社は、2014 年度から 2016 年度までの 3 ヶ年中期計画を策定致しましたので、その概要について下記の

通りお知らせ致します。 

 

記 

 

１．背景 

  当社は、企業価値の向上を図るべく様々な施策に真摯に取り組んで参りました。2013年度は計画の前倒

しを実行出来たことで、目標を上回る利益を達成することが出来ました。 

  しかしながら、需要の変動や競合状況等は大きく変化しており、これら当社を取巻く事業環境の変化に

迅速に対応することで、持続的な事業拡大を目指すべく新たな中期計画を策定致しました。 

 

 

２．中期計画の連結数値目標 

  <2016 年度> 

    売上高：440 億円 ／ 営業利益率：12％ 

 

為替レート 

    1US ドル 95 円 

     ※為替影響（対 USドル 1円円安） 売上：＋22百万円/月  営業利益：＋4百万円/月 

 

 

３．重点戦略 

  当社は、2014 年度から 2016 年度までの中期計画において、時代を先取りした製品開発の推進、戦略商

品であるメタルアロイ®パワーインダクタ及び車載市場向け製品に対する積極投資を実施して参ります。ま

た、協業シナジーの最大化を図ると共に、生産性向上と工場再編及びサプライチェーンマネジメントの見

直し等による徹底したコスト削減を確実に実行して参ります。 

 （注）メタルアロイは東光株式会社の登録商標です。 

 

（１）DFEC シリーズ 

メタルアロイ®パワーインダクタ市場は、小型携帯機器を中心に持続的な成長が見込まれており、その需

要に対応すべく、BCM を意識した生産体制の構築（華建電子（中国）、珠海東光（中国）、越華電子（ベト

ナム）の３工場体制）、生産革新によるコスト競争力の強化、市場ニーズに対応した製品ラインナップの拡

充を図って参りました。 
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現在、スマートフォン市場においては、ハイエンドとミドル/ローエンドモデルの２極化が進むと予想さ

れています。ハイエンド市場については成長の鈍化が見込まれるものの更なる高機能化に伴い小型高効率

部品の需要が高まることが見込まれます。これに対し要素技術を核とした技術革新とマザーラインによる

工法開発で更なる小型・高効率製品の開発を推進して参ります。ミドル/ローエンド市場については、新興

国や途上国を中心に需要の拡大が見込まれ、新たな価格戦略、地域戦略をもって対応して参ります。 

また、タブレットや車載インフォテイメント、ウェアラブル機器等への需要拡大もあり、更なる成長へ

の期待が見込まれています。 

このような施策を、スピード感をもって実践することで、収益拡大に向けた成長戦略を展開して参りま

す。 

 

（２）車載市場 

安定的な成長が見込める車載市場に対し、キーレスエントリー及び TPMS（Tire Pressure Monitoring 

System）向けに送信・受信アンテナコイル、送信アンテナモジュールを拡販、ECU（Electronic Control Unit）

向けには、高信頼性メタルアロイ®パワーインダクタ DFEG/H シリーズを開発し、積極的に市場投入を行っ

て参りました。 

  車載市場においても小型携帯機器市場同様に小型/低背/高効率化が求められてきています。このような

ニーズに対応すべく、キーレスエントリー及び TPMS 向けに、小型/高感度/高出力アンテナコイルの開発を

進め、積極的な市場導入を図って参ります。また ECU 向けには素材を核とした開発を加速させ、更なる耐

熱性や耐衝撃性に優れた高信頼性メタルアロイ®パワーインタクダ等を製品化し、他社に勝る新製品の市場

投入を行うことで安定的な収益拡大を図って参ります。 

 

以 上 
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